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運動部活動改革のこれまでの経緯・取組について

 「運動部活動の在り方に関する総合的なガイドライン」（平成30年3月）
生徒に望ましいスポーツ環境を構築する観点に立ち，運動部活動がバランスのとれた心身の成長等を重視し，地域、学校、競
技種目等に応じた多様な形で、最適に実施されることを目指す。
生徒のスポーツ環境の充実の観点から，学校や地域の実態に応じて，スポーツ団体、保護者、民間事業者等の協力の下，
学校と地域が協働・融合した形での地域におけるスポーツ環境整備を進める。

 「新しい時代の教育に向けた持続可能な学校指導・運営体制の構築のための学校における働き方改
革に関する総合的な方策について」（中教審答申・平成31年１月）抜粋

 公立の義務教育諸学校等の教育職員の給与等に関する特別措置法の一部を改正する法律案に
対する付帯決議（衆・令和元年11月、参・12月）抜粋

 「学校の働き方改革を踏まえた部活動改革について」（令和２年９月）抜粋

特に，中学校における教師の長時間勤務の主な要因の一つである部活動については，地方公共団体や教育委員会が，学
校や地域住民と意識共有を図りつつ，地域で部活動に代わり得る質の高い活動の機会を確保できる十分な体制を整える取組
を進め，環境を整えた上で，将来的には，部活動を学校単位から地域単位の取組にし，学校以外が担うことも積極的に進
めるべきである。

休日の部活動における生徒の指導や大会の引率については，学校の職務として教師が担うのではなく地域の活動として地域
人材が担うこととし，地域部活動を推進するための実践研究を実施する。その成果を基に，令和５年度以降，休日の部活動
の段階的な地域移行を図るとともに，休日の部活動の指導を望まない教師が休日の部活動に従事しないこととする。

政府は，教育職員の負担軽減を実現する観点から，部活動を学校単位から地域単位の取組とし，学校以外の主体が担
うことについて検討を行い，早期に実現すること。

令和３年度より、予算事業として「地域運動部活動推進事業」（2億円）を新設。
令和5年度から令和7年度までは「地域域クラブ活動への移行に向けた実証事業」を
実施予定。
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３（出典）学校部活動及び新たな地域クラブ活動の在り方等に関する総合的なガイドライン



（出典）学校部活動及び新たな地域クラブ活動の在り方等に関する総合的なガイドライン 4
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（出典）スポーツ庁委託事業令和4年度実践研究事例集より

休日の部活動の

地域移行における

市町村別運営形態の

類型別イメージ

令和5年度、
新居浜市モ
デル事業は
この形態で
実施。
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県のこれまでの取組県のこれまでの動き

部活動改革市町連絡協議会

これまでに３回実施

第1回（R5.2.17） R5中体連県総体参加資格について 等

第2回（R5.7.6） スポーツ安全保険、R6総体参加について

第3回（R5.10.18） 新潟県・長崎県長与町の先進事例の紹介等

市町連絡協議会
運動部 第3回実施

（R4.7.28～R4.10.12）

文化部 第1回実施

（R4.10.12）
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県の方針・計画について（令和５年９月）

「愛媛県の学校部活動及び地域クラブ活動の在り方等に関する方針」抜粋

Ⅰ 学校部活動
・学校の設置者は、部活動指導員や外部指導者を配置し、必ずしも教師が休日の指導等に従事しない体制を
構築

・生徒の心身の健康管理・事故防止の徹底、体罰・ハラスメントの根絶
・週当たり２日以上の休養日を設定（平日１日、週末１日）、活動時間は、平日２時間程度、休業日３時間
程度とし、合理的で効率的・効果的な活動を実施

Ⅱ 新たな地域クラブ活動
・…将来的には「教員としての身分での休日の部活動指導時間を０とする」ことを目標に、意欲ある教師等の
円滑な兼職兼業の実施

Ⅲ 学校部活動の地域連携や地域クラブ活動への移行に向けた環境整備
・国が改革推進期間と位置付ける令和５年度から令和７年度までの３年間、地域連携・地域移行に重点的に
取り組み、地域の実情に応じて可能な限り早期の実現を目指す

「公立中学校の部活動改革に係る愛媛県推進計画」抜粋

１目指す姿
公立中学校のスポーツ・文化芸術活動を学校単位から地域単位の取組とし、

○生徒自身が望む豊かなスポーツ・文化芸術活動を実現 等
２取組の方向性
○…、まずは休日の学校部活動から、地域や学校の実情等にも十分に配慮しつつ段階的に進めていく
３県の主な取組
(2)各市町への支援
〇同じ課題を抱える市町や解決に向けた取組を実践している市町を結び、関係市町合同で「解決チーム」を編
成し、アドバイザーを派遣する。

本県の取組方針 → 「できるところから できるものから」
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愛媛県の推進計画について

（出典）公立中学校の部活動改革に係る愛媛県推進計画令和５年９月愛媛推進計画 11
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愛媛県中体連・地域クラブ活動の参加について
令和５年度

令和６年度

令和5年度は、団体戦は地域クラ
ブ同士で予選を実施、個人戦は
所属する中学校の地区予選に参
加

令和6年度から、地域クラブは、
団体・個人ともにそれぞれの地
区予選に参加

令和5年度総体において、個人戦において、
市の地区予選に参加した地域クラブは、
（陸上）２チーム
（水泳）１チーム
（バドミントン）３チーム

令和6年度は現在、県中体連
で確認中。
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（出典）R5.6.20 県説明会における県中体連の資料の抜粋

運動部活動の現状について － R5愛媛県総体への地域クラブ活動の登録状況 －

＜Ｒ５愛媛県総体への地域クラブ活動の登録状況＞

R5愛媛県総体への地域クラブ活動の登録状況

令和5年度県生徒数 32,779人
運動部活動入部率を64.5%（R3）とすると、運動部活動生徒

数は約21,142人で、約２％が地域クラブで参加。 13
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部活動の現状について －部活動の加入者と推移－

H28

R2

R3

R4

R5

71%

69%

67%

66%

62%

19%

17%

20%

19%

20%

10%

14%

13%

15%

18%

運動部 文化部

運動部加入率は年々減少
文化部加入率はほぼ横ばいで微
増
未加入率は年々増加

＜加入割合の推移＞

令和５年度学校別部活動加入割合（令和５年５月１日現在）

学校名
生徒数 運動部員数 文化部員数

男女別割合

男 女 男女計

男 女 計 男 女 計 男 女 計 運動部 文化部 その他 運動部 文化部 その他 運動部 文化部 その他

東中 171 176 347 102 64 166 76 59.65% 36.36% 47.84% 21.90% 30.26%

西中 88 86 174 59 42 101 37 67.05% 48.84% 58.05% 21.26% 20.69%

南中 265 239 504 185 128 313 131 69.81% 53.56% 62.10% 25.99% 11.90%

北中 90 103 193 43 42 85 57 47.78% 40.78% 44.04% 29.53% 26.42%

泉川中 144 138 282 130 77 207 40 90.28% 55.80% 73.40% 14.18% 12.41%

船木中 83 99 182 58 51 109 31 69.88% 51.52% 59.89% 17.03% 23.08%

ひびき分
校

7 4 11 7 4 11 0 100% 100% 100% 0.00% 0.00%

中萩中 218 236 454 152 120 272 105 69.72% 50.85% 59.91% 23.13% 16.96%

大生院中 64 72 136 48 49 97 22 75.00% 68.06% 71.32% 16.18% 12.50%

角野中 158 148 306 114 107 221 40 72.15% 72.30% 72.22% 13.07% 14.71%

川東中 262 240 502 198 140 336 71 75.57% 58.33% 66.93% 14.14% 18.92%

別子中 9 10 19 9 10 19 0 100% 100% 100% 0.00% 0.00%

計 1,559 1,551 3,110 1,105 834 1,937 610 70.88% 53.77% 62.28% 19.61% 18.10%
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部活動の現状について ー運動部活動の部員数－

中学校名
種目名

東 西 南 北 川東 泉川 船木
ひびき
分校

中萩 大生院 角野 別子 計
学校数
合計

単独チー
ム編成不
可学校数

外指導者学校
数

陸上競技
男 ８ １３ １４ １８ １ １９ ７３ 6校

女 １ １５ ９ １３ ２ ４０ 5校 1校

水 泳
男 ５ １ ６ ３ ３ １ ３ ３ ３ ２８ 9校 1校

女 １ １ ２ ３ １ ２ ５ １５ 7校 1校

バスケッ
トボール

男 １８ １５ １７ ２２ ７２ 4校 1校

女 ９ １２ １５ １２ ２１ １４ １２ １５ １７ １２７ 9校

バレー
ボール

男 １０ １５ ３７ ２３ ８５ 4校

女 １６ １７ １４ １１ ２４ １２ １６ １７ ２３ ２６ １７６ 10校 1校

バドミン
トン

男 ２５ ２５ １５ １２ ２ ７ ８６ 6校 1校

女 ２１ ６ １４ １９ ４ １４ １１ ８９ 7校 2校

卓 球
男 １５ ４０ ２ ２３ ３６ １４ ２５ ４ ２１ ９ １８９ 10校

女 ４４ ３０ ８ ２９ ２５ １０ １４６ 6校

ソフト
テニス

男 ９ １８ ４４ １８ ３３ ３４ １０ ３２ １９８ 8校 3校

女 ６ １２ ２７ １３ ９ ３３ ４ ３６ １２ ２５ １７７ 10校 2校

ハンド
ボール

男 ４ １２ ２ ２ ２０ 4校 3校 2校

サッカー
男 ９ １７ ４３ １２ ３３ １５ ９ １６ １８ ６ １７８ 10校 3校 1校

女 ２ １ ３ 2校

ソフト
ボール

女 ９ １９ １５ ４３ 3校

軟式野球
男 ５ ２８ ２ １３ ８ １０ ７ １７ ２２ ２２ １３４ 10校 4校

女 １ １ 1校

剣 道
男 ２ ９ ２ ４ ３ ７ ４ ２ ３３ 8校 1校

女 １ ５ １ １ １ ９ 5校 1校

柔 道
男 ４ ２ ２ ８ 3校 2校

女

テニス
男 １ １ 1校

女 １ １ ２ 2校

体操、
新体操

女 １ ３ ４ 2校 1校

部員計

男 102 59 185 43 198 130 58 7 152 48 114 9 1,105 部員数 1,937人
（男 1,105人 女 832人）
※その他、川東中女子バスケ
部に2名のマネージャー有

女 64 42 128 42 138 77 51 4 120 49 107 10 832

計 166 101 313 85 336 207 109 11 272 97 221 19 1,937

令和５年度新居浜市運動部活動一覧（令和５年５月１日現在）
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部活動の現状について －文化部活動の部員数－

令和５年度新居浜市文化部活動一覧（令和５年５月１日現在）

校 名
東 西 南 北 川東 泉川 船木 ひびき 中萩 大生院 角野 別子 計

文化部名

1吹奏楽部 43 18 28 33 22 144

2合唱部 11 11

4音楽部 23 17 9 49

5美術部 32 26 48 17 21 17 46 20 227

7文芸部 3 3

10
環境技術部・技術家庭
科

24 17 41

11園芸部 16 16

14茶道部 5 22 6 8 13 54

15華道部 14 4 18

21家庭(科)部 16 22 9 47

文化部合計 76 37 131 57 71 40 31 105 22 40 610

土日のうち、一日は活動している部
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検討委員会の設置について

＜これまでの取組＞
〇新居浜市の今後の部活動を語る会
第1回令和3年6月28日 ・文科省「学校の働き方改革を踏まえた部活動改革」について
第2回令和3年11月22日・新居浜市の部活動の現状把握と今後の部活動の在り方について
第3回令和4年6月30日 ・拠点校方式のメリットとデメリットについて
第4回令和4年11月25日・拠点校方式の問題点と修正点について

〇関係団体への説明（令和4年7月～令和5年１月）
市スポーツ協会、市文化協会、地域スポーツ団体、市PTA,市小・中学校校長会、経済同友会、市商工会等

新居浜市部活動のあり方及び地域移行に関する検討委員会（令和5年7月設置）
・委員 PTA、文化体育7事業団、スポーツ協会、文化協会、部活動指導員、吹奏楽団

小・中学校校長会、市、教育委員会の各代表者

◇第1回（令和5年7月開催）
令和4年12月に示された国の「学校部活動及び新たな地域クラブ活動の在り方等に関する総合的なガイ

ドライン」や県の連絡協議会、及び市内の部活動の参加状況などについて、情報を共有した。

◇第2回（令和5年11月開催）
令和5年9月に愛媛県において策定された「公立中学校の部活動改革に係る愛媛県推進計画」、「愛媛県

の学校部活動及び地域クラブ活動の在り方等に関する方針」及び国の最新の先進事例などをについて情報
を共有するとともに、児童生徒等へのアンケート調査の実施についてご意見をいただいた。

◇第3回（令和6年2月開催）
愛媛大学教育学部田中雅人教授に「これからのジュニアスポーツの在り方」について、日本における部

活動の位置づけや各国の状況、及び国内の実践事例についてご説明いただいた。また、アンケート結果に
ついても情報を共有し、委員からは部活動の意義などについてご意見をいただいた。
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市のスポーツ協会、文化協会、さらに市中体連、保護者、校長や教職員等をメンバーと
して、部活動地域移行に関して検討する場を設置し、部活動のあり方及び地域移行に関
する仕組みや運営に関することついて検討を行う。具体的には、少子化を見据えて合同
部活動や拠点校方式の活用に関することや、地域移行の際の活動単位（学校、地域）や、
指導者の確保策、指導を希望する教員の兼業兼職及び費用負担などの考え方などにつ
いて検討を行う。また、生徒、教職員、保護者等を対象にアンケートを実施する予定。関
係団体と連携・協議の上、地域移行が可能な活動から、段階的に取り組む。

＜新居浜市の国の委託事業取組の概要＞

スポーツ・文化団体や指導者等

地域団体

スポー
ツ協会

文化協
会

スポー
ツ文化
団体等

退職教
員

教員
（兼業
兼職）

市職員

保護者指導者 社会人

地域の指導者参加

新居浜市

運営事務局（コーディネータ配置）

地域移行のあり方協議会

・部活動のあり方及び地域移行に関する
仕組みや運営に関することを協議

中学生 参加

地域移行
（ﾓﾃﾞﾙ）

運営上の課題を整理した上
で、活動団体と協議の上、指
導者の確保、研修等を実施し
た部活動から地域移行を進
める（２部活動を予定）

保護者

市中体連

企業

小・中学校長

部活動指導員

参加

※令和5年度モデル事業の対象は運動部活動のみ 19



アンケート調査について

新居浜市教育委員会では、生徒とその保護者、児童（高学年）及び教員に対して、
部活動地域移行に関するアンケート調査を実施。

〇調査対象（回答件数）
・市立中学校の生徒 （２，７０９件）
・市立小学校の５，６年生の児童 （１，５９９件）
・市立中学校の保護者 （８１５件）
・市立中学校教員 （２０９件）

○調査期間
令和５年１２月

○回答方法
Google フォームによるオンライン回答

〇その他
アンケート結果は市ホームページで公表

20



アンケート結果について

【生徒アンケート結果抜粋】

問２ 全ての方に伺います。部活動や地域クラブ活動にどのようなことを期
待していますか。次の中から選んでください。3つまで選ぶことができま
す。

2,709件の回答

問３ 全ての方に伺います。自分のやりたい部活動が学
校にない場合、他の中学校にあれば、その学校の部活
動に参加したいと思いますか。
2,709件の回答

・参加したい 18.2%
・距離が近いなど条件があえば参加したい 44.1%
・参加したくない 36.7%

問１ 全ての方に伺います。現在、部活動や地域クラブ活
動（スポーツクラブや文化芸術団体）に所属していますか。
３年生は在学中に部活動に所属していた場合は所属してい
るを選んでください。地域クラブ活動には硬式野球、バレ
エ、空手、ゴルフ等様々な団体を含みます（例：水泳部に
所属している方は両方に所属していることになります）。
2,709件の回答

・部活動に所属している 71.4%
・地域クラブ活動に所属している 9.2%
・部活動と地域クラブ活動の
両方に所属している 9.5%

・どちらにも所属していない 9.9%
問４ 全ての方に伺います。学校の部活動
や地域クラブ活動に関係なく、地域で休
日にスポーツや文化活動に参加できる地
域の部活動（月１回や週１回程度）があ
れば参加してみたいですか。
2,709件の回答

・参加してみたい 14.6%
・興味があれば参加してみたい 50.8%
・参加したくない 34.2%

・将来、プロになるための活動となること 10.3%
・専門的な指導を受けて大会やコンクールで良い成績を収めること 24.1%
・部活動・地域クラブ活動で強豪高校に進学しやすくなること 8.8%
・体力や技術を向上させること 59.1%
・将来も続けられる趣味や特技にすること 27%
・活動を通じて精神的に強くなること 21.4%
・好きな（興味がある）活動を続けられること 42.9%
・友達や知っている先輩と一緒にできること 31.9%
・厳しくなく、楽しく活動できること 21.2%
・部活動や地域クラブ活動以外に取り組めるものがないから 1.2%
・家に帰っても暇だから・暇つぶしになること 4.7%
・特にない 7.3%
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アンケート結果について

問５ 問４で「参加してみたい」、「興味があれば参加してみ
たい」と回答した人に伺います。どのような活動であれば参
加したいですか。次の中から選んでください。3つまで選ぶこ
とができます。（「参加したくない」、「その他」を選んだ
方は問６へ進んでください）
1,787件の回答

・ヨガ・ストレッチ等の軽い運動 15.7%
・運動不足の解消になる軽運動 43.5%
・ボクシングなどの格闘技 13.6%
・柔道・剣道・弓道・合気道などの武道 13.3%
・スポーツジムでの体力・筋力づくり 35.4%
・ボッチャ等のユニバーサルスポーツ 14.4%
・楽器を使用したり、発声や合唱を
行ったりするなど初歩的な音楽活動 13.4%

・バンドの楽器やボーカルなどの音楽活動 15.7%
・裁縫やクラフトを活用した手作りの活動 14.3%
・プログラミングなどのパソコン活動 19.1%

問７ 部活動に所属しない人（3年生は在学中に所属したことない人）
に伺います。所属しない理由は何ですか。主な理由を１つ選んでくだ
さい。
332件の回答

・勉強（塾や習い事等）したいから 13.3%
・学校以外のスポーツクラブや文化クラブに所属しているから 29.8%
・やりたい活動がないから 13.6%
・部活動に時間が拘束されるから 3.3%
・運動もしくは文化活動が苦手だから 2.1%
・他にやりたいことがあるから 12.3%
・人間関係（上下関係、友人や顧問との関係）が面倒そうだから 6.6%
・早く家に帰りたい（帰る必要がある）から 12.0%

【生徒アンケート結果抜粋】

問８ 部活動に所属しない人（3年生は在学中に所属し
たことない人）に伺います。どのような活動なら部
活動に参加したいと思いますか。主な理由を１つ選
んでください。
355件の回答

・友達と楽しめる 36.3%
・同じレベルの人だけで活動できる 7.0%
・勝ち負けにこだわらない 4.2%
・競争性がない 1.7%
・活動時間がちょうどよい 10.4%
・指導が丁寧・やさしい 11.8%
・地域クラブ活動に所属するため参加しない
（参加できない） 14.6%

・どのような条件でも部活動には入りたくない 13.8%
・その他 0.0%

問９ 地域のスポーツ・文化クラブ等に通って
いる方に伺います。地域のスポーツ・文化ク
ラブ等へ通っている理由は何ですか。主な理
由を1つ選んでください。
632件の回答

・幼少期から続けているから 30.5%
・地域クラブで体力や技術を向上させたい
から 29%

・プロになりたいから 16.5%
・友達や仲間と一緒だから 14.1%
・入りたい部活動がなかったから 4.6%
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アンケート結果について

【児童（5,6学年）アンケート結果抜粋】

問１ 新居浜市では、現在、以下のような部活動が行われてい
ます。あなたは参加したいと思う活動を選んでください。あ
なたが進学する予定の中学校にない部活動を選ぶこともでき
ます。
1,599件の回答

・運動部に参加したい 56%
・文化部に参加したい 14.8%
・運動部と文化部の両方に参加したい 5.1%
・参加したくない 7%
・わからない 17.1%

問４ あなたは部活動にどのようなことを期待しますか。次の中から選んでください。
２つまで選ぶことができます。

1,599件

・好きな、興味のある活動を楽しむこと 56.3%
・仲間や友達をつくること 40.8%
・体力の向上や技術を身につけること 28.8%
・勝つことやコンクールで上位に行く喜びを味わうこと 11%
・将来、プロになるための活動となること 11.9%
・進学（強豪高校への進学を含む）に役立つこと 5.6%
・あいさつや礼儀などを身に付けたい 6.1%
・より高い目標に向けって努力して、精神的に強くなりたい 15.6%
・特にない・わからない 6.6%

問３ 自分がやってみたい部活動であれば、自
分が通う中学校以外の場所でも活動したいと
思いますか。

1,599件の回答

・そう思う 27.3%
・どちらかというとそう思う 25.9%
・どちらかというとそう思わない 17.1%
・そう思わない 17.8%
・わからない 11.9%
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アンケート結果について

【保護者アンケート結果抜粋】

問３ お子さんが部活動に所属している方に伺います。お
子さんは部活動に楽しんで取り組んでいると思います
か。

659件の回答

・そう思う 57.1%
・どちらかというとそう思う 29.7%
・あまりそう思わない 9.4%
・思わない 3.0%
・わからない 0.8%

問４ お子さんが部活に所属している方に伺います。部活
動に期待することはなんですか。次の中から選んでく
ださい。３つまで選ぶことができます。（部活動と地
域クラブ活動に参加されていない方は問７へ、地域ク
ラブ活動のみ参加されている方は問６へ）

654件の回答

・大会やコンクール等で良い成績を収めること 12.5%
・厳しい練習などを通して、体力的、
精神的にたくましくなること 28.4%

・体力や技能の向上 36.9%
・自分に自信をつけること 46%
・スポーツマンシップや団体行動が
身につけること 27.5%

・チームワーク、協調性を身につけること 59.6%
・顧問や指導者、仲間とお互いを理解し合うこと 22.2%
・クラスや学年を超えた友人ができること 27.5%
・進学に役立つこと 4.1%
・将来プロを目指すこと 0.3%
・生活の幅を広げること 9.2%

問５ お子さんが部活動に所属している方に伺います。部活
動の課題や問題点について、次の中から該当するものを選
んでください。3つまで選ぶことができます。
649件の回答

・技術的指導のできる教員が不足している 38.5%
・施設や設備、用具等が十分ではない 16.9%
・顧問教員以外に指導できる人が不足している 27.9%
・顧問教員の指導が行き過ぎている 4.2%
・顧問教員が指導や経験のない部活をもたなければ
いけない 29%

・顧問教員の負担が大きすぎる 32.5%
・（家庭の）費用負担が大きい 7.2%
・保護者の期待が大きすぎる 2.3%
・学業との両立が心配である 13.6%
・入部率が低下している 15.6%
・特にない 13.9%

問７ 文部科学省（スポーツ庁・文化庁）では、学校の働き
方改革や、少子化の中でも、将来に渡り子どもたちが多様
なスポーツや文化活動を継続する機会を確保するため、令
和5年度から令和7年度末を目途に、休日の部活動から段階
的に地域移行していくことを基本として取り組みを進めて
います。このことについてどうように思いますか
774件の回答

・賛成 30.1%
・どちらかというと賛成 49.5%
・どちらかというと反対 16.7%
・反対 3.7%
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問９ 部活動を地域が担うことで期待されることを1つ選んで
お答えください。
797件の回答

アンケート結果について

【保護者アンケート結果抜粋】

・専門的な指導が受けられる 25.6%
・子どもが希望する活動の選択肢が増える 18.8%
・教員の負担軽減につながる 31.5%
・他校の生徒や幅広い年代との交流が期待できる 9.5%
・わからない・特にない 14.1%

問10 部活動を地域移行する場合、どのようなことが問題
（心配）になると思いますか。次の中から選んでくださ
い。2つまで選ぶことできます。
788件の回答

・地域指導者の確保 43.4%
・活動場所の確保 15.9%
・運営体制の整備 15.4%
・活動場所までの送迎 18%
・家庭の費用負担が増える 20.4%
・送迎の負担が増える 19.4%
・指導者の資質や指導力 21.6%
・学校と運営主体との連携 26.8%

問11 休日の部活動（週１回程度）を地域へ移行した場
合、保護者はどの程度の金額（月謝）を負担すること
が妥当だと思いますか。※月謝には、お子さんの保険
料や指導者への謝金、会場の貸与費などが含まれます。
786件の回答

・0円 8,5%
・1,000円未満 23%
・1,000円以上2,000円未満 28.5%
・2,000円以上3,000円未満 19.6%
・3,000円以上4,000円未満 6.9％
・4,000円以上5,000円未満 7.6%
・5,000円以上10,000円未満 4.3%
・10,000円以上 1.5%
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アンケート結果について

【教員アンケート結果抜粋】

問３ 全ての方に伺います。現在、運動部もしくは
文化部の部活動を担当していますか。
209件の回答

・運動部を担当している 68.9%
・文化部を担当している 12.9%
・運動部・文化部の両方 2.9%
・担当していない 15.3%

問４ 全ての方に伺います。部活動にやりがいを感
じていますか。今年度担当されていない方もお
答えください。

209件の回答

・やりがいを感じている 21.1%
・どちらかというとやりがいを
感じている 35.9%

・どちらかというとやりがいを
感じていない 22.5%

・やりがいを感じていない 16.7%
・担当したことがない 3.8%

問５ 全ての方に伺います。部活動が校務などの職務を行う上で
負担になっていますか。今年度担当されていない方もこれま
での経験でお答えください。

208件の回答

・負担になっている 44.2%
・まあまあ負担になっている 32.7%
・あまり負担になっていない 11.1%
・負担になっていない（負担を感じていない） 8.7%
・担当したことがない 3.3%

問６ 全ての方に伺います。部活動が負担になっている理由につ
いて教えてください。今年度担当されていない方もこれまで
の経験でお答えください。3つまで選ぶことができます。

209件の回答

・部活動に時間を取られて校務・教務との
両立が難しい 61.2%

・経験のない部活動を担当すること 38.8%
・休日や勤務時間外に活動すること 68.4%
・保護者との連携・人間関係 14.4%
・生徒との連携・人間関係 4.8%
・生徒間の連携・人間関係 6.2%
・部活動指導員や外部指導者との連携や人間関係 7.7%
・大会の運営や引率 25.4%
・保護者や地域の期待 2.9%
・部員数が多い（少ない）ため活動に制限がある 8.1%
・活動場所の確保 4.3%
・予算の確保 6.7%
・特にない・担当したことがない 8.1%
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アンケート結果について

【教員アンケート結果抜粋】

問７ 現在、部活動を担当している方及び昨年度担当し
ていた方に伺います。休日にあなたが練習や試合、遠
征などで年間どのくらいの日数を費やしていますか。
昨年度の日数もしくは今年度の予定される日数のいず
れかをお答えください。（担当されていない方は問８
へ）

181件の回答

・５日未満 20.4%
・５日以上10日未満 9.4%
・10日以上20日未満 11%
・20日以上30日未満 10.5%
・30日以上50日未満 23.8%
・50日以上 24.9%

問８ 全ての方に伺います。休日の部活動の地域移行に
ついてどうように思いますか。

209件の回答

・賛成 34.4%
・どちらかというと賛成 21.1%
・どちらかというと反対 6.7%
・反対 2.4%
・休日のみならず平日も移行すべき 26.3%
・地域移行ではなく部活動のまま外部指導員などを
活用すべき 5.3%

問10 全ての方に伺います。部活動を地域移行する場合、
どのようなことが問題（心配）になると思いますか。次
の中から選んでください。3つまで選ぶことができます。

209件の回答

・指導者の確保 65.6％
・活動場所の確保 19.6%
・運営体制の整備 34.4%
・活動場所までの送迎 5.3%
・家庭の費用や送迎の負担 18.7%
・指導者の資質、指導力 22.5%
・顧問と指導者との連携 40.7%
・学校と運営主体との連携 30.6%
・中体連の存続意義（全日中の廃止などスポーツの
構造改革が必須課題） 12%

・クラブ同士の選手の奪い合い 10%
・教職員のクラブ指導者兼業問題 11%

問11 全ての方に伺います。休日の部活動を地域に移行し
た場合、休日は兼職兼業により部活動の指導に参加した
いと思いますか。

209件の回答

・参加したいと思う 7.2%
・どちらかといえば参加したいと思う 12%
・参加したいと思わないが必要があれば検討する
15.8%
・どちらかといえば参加したいと思わない 7.7%
・参加したいと思わない 47.8%
・わからない 7.2%
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実証事業について

新居浜工業高校での練習試合。
結果は、
対新居浜工業0ー2、
対新居浜西1ー1、
対西条BA3年1ー1。
※西条BA3は西条市の
中学生の地域クラブ活動

【新居浜クラブユース（男子バレーボール）】

（10月21日（土）の練習の様子） （10月28日（土）練習試合の様子）

【上部地区４中学校合同サッカー部】

（2月24日（土）の練習の様子） 28



実証事業の成果と課題

１．新居浜クラブユース（男子バレーボール）
ジュニアボレーボールクラブを母体に令和4年7月25日に発足。南中の男子バレーボール部員を中心に休

日に金栄小学校で活動。10月21日（土）の練習には、3年生を含めて18名の生徒が参加（南中12名、中
萩中5名、東中1名。欠席3名を除く（南中1名、中萩中1名、西中1名））。

3年生は、高校でもバレーボールを続けたい子が参加している。

・参加者が増えると指導者１名で見ることが難しくなるため、今後、受益者負担などを考える必要がある。

２．上部（合同男子サッカー）
上部の中萩、大生院、船木及び角野中学校の男子合同サッカー部の土日の活動を、地域クラブ活動とし

て２月の１か月間実施。地域指導者のほか、高校のサッカー部との合同練習（高校生の中でインフルエンザ
が流行し実施できず）を企画するなど、今後、広がりが期待できる。

成
果

・総体終了後の３年生が参加するなど、部活動終了後も運動する機会を提供できている。
・市バレーボール協会の協力により、高校生や他の地域クラブ等の練習試合を組むことができている。
・ジュニアバレーからの参加者が多く、保護者のボランティア活動が活発で指導しやすい環境にある。
・（サッカー）地域指導者（高校の指導者を含む）により、専門的な指導を受けられる。
・（サッカー）今後の中学校の部活動の在り方を検討するうえで、１つ参考になる事例となった。

課
題
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① ②

③

④

他の自治体の取組１（長崎県長与町）

令和５年度から休日の活動を地域に移行
（出典）令和5年度 運動部活動の地域移行等に向けた実証事業 実務担当者研修会資料より 31



① ②

③
④

他の自治体の取組2（山口県周南市）

令和８年度の総体終了後、部活動がなくなり、
すべて地域クラブ活動への意向を目指す。具
体的な詳細は、今後調整

（出典）令和5年度 運動部活動の地域移行等に向けた実証事業 実務担当者研修会資料より 32



①

②

③

④

他の自治体の取組３（静岡県掛川市）

人口：110,210人（令和6年2月末現在）
面積：265.69㎞
小学校 22校 児童数6,377人（令和5年5月1日現在）
中学校 9校 生徒数3,219人 （ 〃 ）

令和8年度の総体後の7，8月に地域クラブへの移行。
地域クラブ指導者と公認地域クラブを募集中

33
（出典）掛川市HPより



他の自治体の取組３（静岡県掛川市）

運営団体、会場、
対象、活動日数、
時間帯、会費等
を明記（予定）

34（出典）掛川市HPより



他の自治体の取組４（熊本県熊本市）※地域連携

地域移行ではなく、新しい学校部活動の
在り方を検討

35

① ②

（出典）熊本市HPより



他の自治体の取組４（熊本県熊本市）※地域連携

最短で令和9年度から実施予定 36

③ ④

⑤

（出典）熊本市HPより



地域移行 地域連携

目的
地域の多様な主体が運営・実施する地域クラブ活動に
よって、部活動を代替するもの。学校とも連携しながら、
多様な活動を、可能な限り低廉な会費で実施する

複数校でまとまって一つの部活動とする合同部活動の導
入や、部活動指導員等の地域の人材を活用することによ
り、あくまで学校で運営・実施しつつも、生徒の活動機
会を確保する

主体 地域クラブ（受け皿と人材の確保） 学校（部活動指導員（人材）の確保）

保険 スポーツ安全保険（新たに保険加入（800円）が必要） 災害共済給付制度（既存の保険で対応可能）

推進計画
対応

休日の部活動は実施せず、地域クラブで活動を行う。平
日は学校部活動で実施。

休日の部活動を全て部活動指導員で実施

メリット

（生徒）顧問と比べて、より専門的な指導を受ける機会
が増える
（学校）休日の部活動がなくなるため、教員の負担を軽
減

（生徒）これまでどおり、部活動の中で参加が可能
（学校）土日の教員（顧問）の一部の負担軽減が図れる
（保護者）これまでどおりで負担が生じない

デメリット
（学校・生徒・保護者）顧問と地域指導者との連携や、
外部指導者の資質に不安が残る。
（保護者）新たな費用負担が必要（謝金・保険代等）

（学校）地域移行と比べて教員の負担軽減につながらな
い

自治体

〇長与町：令和5年度より休日のみ地域移行を実施。
〇掛川市：段階的に地域移行を進め、令和8年度の夏頃
にすべての部活動を地域クラブへ移行するため部活動は
なくなる。地域クラブ活動の現在の案では、野球は週2
～4回の程度で年間300時間、会費が7～8千円。
〇山口県周南市も令和8年度に部活度を廃止して、地域
クラブで活動を実施予定。詳細は未定。

〇熊本市：新しい学校部活動の在り方、学校に人材を派
遣し保護者からも受益者負担として50%を上限に徴収する

部活動の地域移行・地域連携の取組について（参考）
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これから検討する上での考え方について

１
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新居浜市における学校部活動及び地域移行の在り方に関する進め方案

検討委員会

〇〇部会 〇〇部会

２．具体的を検討を進めるに当たり、検討委員会の下に部会を設けて、部活動の地域移行に関

して新居浜市の実情に応じた検討を進める必要がある。部会で検討するに当たり、

・生徒アンケート結果から、放課後においてスポーツや文化活動を希望する回答が多いこ

とから、地域移行により可能限り既存の活動を継続して実施する方策を検討する。

・休日の部活動に関しては、できる限り地域に移行（地域移行・地域連携）することを前

提に検討を進める。

・既存の簿活動のほかに、軽運動や体力づくり、プログラミングなど生徒ニーズを踏まえ

た活動を検討する。

（１）部活動のあり方に関すること
（２）部活動の段階的な地域移行に関する仕組み及び運営に関すること
（３）公立中学校の部活動改革に係る愛媛県推進計画策定に基づく、市推進計画策定に関すること
（４）前３号に揚げるもののほか、必要と認める事項に関すること

（仮）中学校部活動のあり方検討部会【市教委担当】
（仮）地域移行の運営検討部会【市担当】
（仮）・……（他にあれば）
※部会は１つでもよい。

１．令和５年１２月に実施したアンケート結果を踏まえると、保護者の約８割、教員の８割以

上が部活動の地域移行に賛成する旨の回答があり、今後さらに、より具体的に部活動の地

域移行の実施可能性についての検討を進める。ただし、保護者及び教員からは、指導者の

確保や、顧問と外部指導者等の連携について、それぞれ心配事になっている点などを踏ま

えて、検討を行う必要がある。
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新居浜市における学校部活動及び地域移行の在り方に関する進め方案

（仮）中学校部活動のあり方検討部会【市教委担当（文ス局は副担当）】

＜検討事項＞

・合同部活動や拠点校方式による部活動の検討に関すること（エリアで分けて、子どもたち活動は担

保）

単独で成り立つ部活動以外については、原則、川西、川東、上部（上部の中で複数分けることも

可）に３つのエリアにわけて、それぞれのエリアで、合同部活動又は拠点校方式などの検討を行い、

市内のすべての生徒が部活動を行い機会を確保する。さらに、３つのエリアでも人数が不足部活動

（ハンドボール）や人数少数の武道（柔道や剣道）などについては、市内を１つのエリアとして、部

活動の実施を検討する。

・休日の部活動の地域移行に関すること

部活動の地域移行を実施するまでに間に、日ごろ単独で実施している部活動についても、休日のみ

合同練習を行うなどについて検討する。

・教員の兼業兼職に関すること（市には個別の規則はない）

・外部指導者と顧問の連携協力等に関すること

・外部指導者への指導に求めること（学校教育活動としての部活動）

＜委員＞

・校長、部活動顧問、部活動指導員、外部指導者、PTA、教育委員会等
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新居浜市における学校部活動及び地域移行の在り方に関する方針案

（仮）地域移行の運営検討部会【市担当（教委は副担当）】

＜検討事項＞

・地域移行する際の受け皿に関すること

市（任意団体設立含む）、スポーツクラブ設立、スポーツ・文化協会、文化体育事業団、CS校区、

PTA等など、地域移行した場合の受け皿について検討を行う。※受益者負担

・指導者の確保に関すること

・市経団連等への連携・協力に関すること

・指導者の質の保証（研修等）に関すること

・施設利用に関すること

・学校や顧問との連携に関すること

・部活以外の軽運動やプログラミングなど、休日に活動できる事項に関すること

＜委員＞

・スポーツ・文化協会、文化体育事業団、経済会、スポーツ少年団、市（文化スポ局の他、経済部等）

等
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新居浜市における学校部活動及び地域移行の在り方に関する方針案

令和５年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和９年度

国

愛
媛
県

新
居
浜
市

改革推進期間・実証事業の実施（好事例の横展開）
休日の部活動の地域連携・地域移行の取組を進める

市町連絡協議会の開催（先進事例や課題の共有）

ガイドラインの見直し
更なる支援方策の検討

人材データバンクの充実
研修会の実施

人材データバンクの整備、充実

部活動指導者・地域クラブ活動指導者への研修会の実施

県方針・推
進計画の策

定

市部活動検討委員会

アンケート調査の
実施・公表

委員会

市の推進計画・
方針の策定

部会の開催

２部活動 ５部活動 〇部＋〇部活動

国の実証事業（運動部＋文化部）

平日の地域移行？

【令和６年３月】

新居浜市部活動地域移行 or地域連携
の取組を市内全域でスタート

各校区ごとにコミュニティスクールを
活用して、特色ある活動を検討
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